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               1)緒     醤

 ガ ラス長繊維の最 も將來性のある用途の一は電氣絶縁用に利用する方面で,近 年我が國に於

て も石綿に代 る耐熟性絶縁材料 としてガラス長繊維 を電線被覆や電動機の繕縁テープ等に使用

して種々の性質を試験 した結果が多数獲表 されてゐる.そ れ等によると一時的の過負荷に耐へ

る性質が巌 く,重 量が輕 くて絶縁性が優れて居るので一定出力に樹する機器の重量並に容積 を

著 しく輕減せしめ,熟 の放散性が良好であるため機器の濫度 を過度の上昇より防ぎ)又 腐蝕性

の雰圏氣中で使用 して も從來のものより安全である等の優れた性質 を有することが確められて

ゐる.

 併 しガ ラス繊維 はガラスを非常に細 くした歌態,言 ぴ換へると表面積の著 しく大きV・歌態で

使用するものであるか らガラスが水分に侵 され る性質が顯著に表れて來 る.從 つて普通の ソー

ダ石友珪酸ガラスのや うにアルカリを多量に含むガラスでは室氣中の水分により所謂風化の現

象を起すので耐久性が悪 く,種 々の歓黒占を惹起 して使用に耐 えな くなる・然 しアルカリを含ま

ない無アルカ リガラス繊維 ならばこれ等の歓黒占を防 ぐことが出來,充 分使用に耐え得 ることが

最近試験の結果明にされてゐる.

              2)實 験  飼 的

 從來の無アルカ リガ ラス繊維にはガラスの熔融温度を下げるためとガラスを化學的に安定に

するために普通13%程 度迄の翻酸を加へてある.然るに醐酸は輪入品であつてガラス繊維以外

更に重要な用途があるので)極 力節約を計 らなければならなV・事情 にある・そこで著藪等は電

氣絶縁用ガラス繊維 としてアルカ リも翻酸 も含ます)入手し易V・原料のみの組合せで,工業的に

熔融出來,而 も性質の良v・安定なガラスを見出す目的で實験 を行つてゐる・差當 りSiO、-Al20,一
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CaO-MgO系 を主成分とするガラスを系統的に研究することにしたが着手後 日が淺V・ので此庭

では豫報の程度で今迄に得た結果を簡翠に報告する・

              3)實 験 方 針

 Sio2を 含む4成 分系の亭衡關係は從來殆ど明にされてゐな V・.こ の系の鑛澤に就てはMc、

          Sio、    C・ff・・y1'等が主 として1400。C以 上の粘度 と

                     組成の關係 を調 べてゐるが,そ の組成の範園

        礎 もδ  はガラスとしては必しも礪 でない'只 この
          crisrDδalit        4成 分系 平衡 圖中第1圖 の如 くSiO2-Mg,SiO,-

         1600   /      CaAl2Si208を3頂 黙 とす る雫衡 圖 はAnder-

    一 甑 鴎 珊 ㎡ 等に・つて古くから調べられて居・,

  轡 拠 梅1・'・  。の最低期 虫騨 等す。ガ。ス蹴 ては最

      曳 ミ'愉 一' 臨tt, 近T・ ・m・… 鰯 用ガ・スとして確 し室

第 ユ圖Si。2-, M、 ・.S、・。C、。 、A1。。,,,、S」。,と を 報 告 し て ゐ る ・ 著 欝 も大 臓 の 附 近 の

 系4衡 圖(Ande「sen)          組成を選び失透性を押へるためと粘度の温度

特性上糸に引易V・様に改良するため)組 成を少 しづ 玉攣へて百種飴 りのガラスを熔 して見た・

              4)實 験 結  果

 其の中Sio245%及 び60%          ' 第2圖

の三角圖に丁度乗るものを選ん        MgO          ω

大髄ガラスにな り}◎ の部分で  

又△の部分ではガラスにはなる    

  1)D.R. S. McCaffery,」. F. Oesterle,0.0. Fritsche;Am. Inst. Min. Met. Eng. Tech. Pub.

    No.383,1931.

  2)0.0.Andersen;Am. J. Sci.,39,407～454,1915;N. Jahrb. f, MineraL Beil-Bd.40,701,

    1916.

  3)M.Thomas;G!astech. Ber.,18,210,1940.
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                 第   1  表
               

  館 轡 無畷 掛 。。り 鋤 酸1ρ 。カ、・ 、。%鵯!。y・ ・_、8%男 ～。、・

  比 重 2.62  2.64 2,45 2.49

  軟 化 溜L度(。C)   785         735        565        535

   固 着 温 度(oC)  880 .    800     740    650

  流 動 濫 度(σC)    1150              1100             950            900

  熔 融 温 度(。C) 1450     1400     1350    1350

が 非 常に失透 し易V・ と云 ふ結果 が定 性的に判つた ・其 中代 表的 な もの を選 んで他種 の ガラスと

其性 質 を比較 して見 る と第1表 の如 く,比 重は含醐 酸無アル カ リガ ラスと同檬 梢 厘 くな り,ガ

ラス俸の熟膨脹 より測定 した軟化温度及ガラスから糸 を引 き上げ得 る最低  第3圖 紡糸温度

の温囎 ち醐 度は含轍 のも卿50』80巴 高 く'ガ ラスカ緬 し 謡

/・・.

lll諜織懸黙難 馨ll・臨調
A>B>C>Dの 順序に温度は高 くな り,ガ ラスの表面盗度で著者等のガ  TN   &ITp

ラスDは 並 ガ ラ スAに 比 し約100。C高 く,叉 紡糸孔板下面 の温 度Tpも

同 程度の差 が あ り,各 部 を通 じDとCは300C程 度 迄 の開 きがあ ることがわか る.更 に このガ

              第2表 紡 糸 温 度(。C)

   論 一 ＼_  TS TG TN TP

   A 18%ア,レ カy  1300  1150  930  750
                       -1250        -980        -850

   B 10%ア 、レカy  1340  1230  1000  800
                       -1300    -1030    -900

   C 含en酸 無ア,レカy  1380  1280 .1040  850
                       -1330      -1070       -930

                  1400         1300        1050         880   D  無翻 酸無アルカリ

                       ー1350      -1080       -950

ラ ス を紡糸 して4均 約7μ の糸 を作 り種 々の性質 を調べ,こ れ を璽術振興 會第18小 委 員會で

最 近決定 された電氣絶縁 用 ガラス緻維規格 と勤比 して見 る と第3表 の如 くで ある.

 使 用 した試料 は規格 の第一種一號 品に相當 し10番 手 の もので ある・抗張力 は試長20cmを

探 り,10本 の 試料 に就 て測定 しその亭均値 を以 て示 し,耐 熟性 は3000の 室氣 中に1時 間加熱

  4) 可 見弘一:窯 協誌,50(1),附1-4,昭 和17,記 載・

  5)第4,5報 の實験に使用 したガラス.

  6) 第3報 の實験に使用 したガラス・

                    (91)
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                 第   3  表
                          (D)       (C)      

項 目  規 格 無砺酸無アルカリ 含醐酸無アルヵり

     繊 度 7±07μ 7.4μ 7.0μ

     抗  張  力      300g以 上      480g      一

     耐  勲  性      80%以 上       100%      110 %

     耐 風 化 性      90%以 上       100%       95%

した後の抗張力の手均値の加熟前の抗張力に封する百分率を以て表す.又 試料を140。 の飽和水

蒸氣中にて1時 間塵理 した場合の抗張力の攣化を以て耐風化性 を表 してゐる.第4圖 は各温度

に1時 間加熱した時の抗張力の攣化を示 し,含 棚酸及無棚酸共に強度は加熟によつて一時増加

することが認められ)且 無アルカ リガラスは何れも500。C以 上に加熟するも伺相當の強度を保

持してゐることがわかる。叉140。Cの 水蒸氣中に各時間庭理 した蒸熟試験の結果は第5圖 に示

      第4圖 耐  熱  性          第5圖 蒸 熱 試 験

   120
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    40
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       濫 度 ぐC)    時 間

す檬に5時 間放置せるもので も無アルカ リガラスは何れ も90%以 上の抗張力を有 し優秀なる

結果を牧めてゐる.次 に同規格には電氣絶縁性は相封漁度90%に 於ける10cm當 りの絶縁抵

    第6圖 絶 縁 抵 抗     抗が試料3本 の李均値に於て10iOΩ 以上 と規定され

 ⑦

   ao,ピ 勤 温 族 ～%・ したもので其の結果は第,圖 耐 自嚇 度,。%

   7)大 西亮:電 氣試彙,5(4)185-188,昭 和16.

                   (92)



          澤井 。嶺 ・宍戸:ガ ラス繊維の紡糸に就て(第6報)

                 第   4  表

                ガ ラ ス 熔 融 用 堆 渦

   調 合 比 木25%een 蝋,。%石 ア≦膨 焼難 鐵)

   嶢 成 濫 度    1600" C 2時間

に於ても1013Ω以上の抵抗値 を示してゐる・次にこのガラスを第4表 の様な條件の堵塙 を使用

     第7團 熔融多離 曲緑       して實瞼室で熔融する際の温度曲線 を取つて見
 `ρω

 t600                ると第7圖 の如 くう増蝸の嶢締めが16000C2時
墨㈱

輿・…   轍 入  間源 椴 入後鞠14醗 塒 間で朧 使用
e・・…  晦 綿 ・・

5に 耐一・ガ・スを翫 叉・の鰍 用し瑚 土尚
90.  平鴛1欝

,。、輪'は ㈱ に際して殆・侵蝕・れてゐない・と罐
 60θ          原料 縦 ～・後  ワ,9蛎?wtg/th         

が ス熱 量 平灼 約39むo臨 己ん3め た.
 400

 脇                   以上述べた無磯酸無アルカリガラスは失透性

        乎糊  ." 砂 砒 較的紡糸も翻 で繊維の噸 も鯨 の
含瑚酸無アルカリ繊維に比 して遜色がなV・が,未 だ充分なる實験を行つてゐなV・のでこれが理

想的な組成であるとは噺言し得ない.今 後更に研究改良を加へて行きたV・と思ふ(終)
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